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【内容と目標】 
 電子工学を学び応用するには、電子工学の基礎、電子現象を十分に理解していなければな
らない。気体電子工学では、電子そのものの性質、加えて基本的な物理現象をまず取り扱
い、電磁界中での単一電子の運動について考える。ついで気体中の電子やイオンの振舞い
を理解し、気体放電およびプラズマを取り扱う。 

【教科書等】 
  電子現象 相川考作著 朝倉書店 および プリント 

【評価方法】 
  定期試験と課題により評価する。 
【関連科目】 
  物理，応用物理，電磁気学，電子材料，固体電子 

授  業  計  画 
 第 １週 気体電子工学の概要       １章 
 第 ２週 電子の性質と物理現象（量子論的な考察）     ２章 
 第 ３週 電磁気の復習（電磁界中での電子の運動を考える準備）   ２章 
 第 ４週 運動方程式（ニュートンの運動方程式と電磁力）    ２章 
 第 ５週 電界中での電子の運動（簡単な系の場合）     ２章 
 第 ６週 孤立原子（ボーアの原子模型、ボーア半径）    ３章 
 第 ７週 固体の構造（バンド理論について）     ４章 
 第 ８週 前期中間試験 
 第 ９週 電子放出（固体表面から電子を放出させる方法とその応用例）  ５章 
 第１０週 電界中の電荷の運動（ローレンツ力がある場の電荷の運動）  ６章 
 第１１週 仕事（系が仕事に対してする仕事）     ６章 
 第１２週 磁界中の電荷の運動（ローレンツ力がある場の電荷の運動）  ６章 
 第１３週 静電偏向、電磁偏向（偏向方法とその理論）    ６章 
 第１４週 気体中の放電一般        ７章 
 第１５週 前期期末試験 
 第１６週 圧力（粒子という点からみた圧力）     ７章 
 第１７週 気体の分布法則（マックスウェル・ボルツマンの分布関数）  ７章 
 第１８週 衝突断面積１（平均自由行程とその分布）     ７章 
 第１９週 衝突断面積２（同上）       ７章 
 第２０週 衝突の理論１（散乱角、衝突パラメータについて特に弾性衝突）   プリント 
 第２１週 衝突の理論２（同上）                      プリント 
 第２２週 後期中間試験 
 第２３週 実験室系と重心系                        プリント 
 第２４週 電離と励起（非弾性衝突）       ７章 
 第２５週 グロー放電、アーク放電       ７章 
 第２６週 プラズマとは（物質の第４状態）      ７章 
 第２７週 プラズマの物理        ７章 
 第２８週 プラズマの応用（核融合等）      ７章 
 第２９週 気体電子まとめ（１年間のまとめ） 
 第３０週 学年末試験  
【備  考】 
 
 

 


